
キヤ リア形成促進助成金の
ご案内 (訓練給付金 )
従業員に研修 を実施 され る事業主の皆様ヘ

もので、OJT以 外で行わ

万円を超える場合は、 500万 円

に
れ
成
さ
形
施
ア
英
――
工
官
ヤ
ご
，′

キ
，
Ｔ

の
一棟

Ｈ
討
差
る
征
な
が

を

粧
暉
十
必
の
接
■
一Ｈ

報
れ
寸
飛ヽ
度

は
は
一円

生
丈
成

成
業
助

批
粒
魯

Ｌ
て
け

に
年
だ

成
兼
た

形
利
い

ア
百
Ｈ

り
教
ｒ

，
うャ
，に

キ
立
際
役
る

能業職

　

。

間
　
と

年
　
こ

く

　

る

づ
　
い

基
　
て

に

。し

れ
と
出

こ
こ
提

び
る
に

。

及
い
会
と

画
て
協
こ

計
し
発
い

発
知
開
な

開
周
力
が

力
に
能
と

。能
員
業
こ

郵犯醍搾中行った

な

い
業
容
長
を

義
となって
時

ヽ
その内
車
中

業
所
を
し
者
や

姫申釣帥囃帥

と
険
合
計
力
険

競軸柳癖囃柳

助
①
②

③
④

ロ

るれわ行上

以ｏ
印帥を含む。＞
晦叫一二ング
割
時
ラ

育
練

ｏ競『中とたあ
雌中学
助１れ
日

額る
額
す
る
当
す
相
当
に
相
＞
に

の
１
分
の
４
分
は
４
業
は
企
業
大
企
く
大

の
１
分

の
３
分
の
３
費

の

経
金
の
た員

△
中
の
場
員
る
業
せ
従
さ
の
け
中
受
問
を
期
練
練

訂

訂
頗舞捕

助
Ｏ
②

ロ

所

つ

の
払
り
支
た
を
当

円

日

０

１

０
・　ハ的〉

円

，

０

０

９^

一〇

６

１

額
料
成
講
助
受
金

ヽ

賃

し
の
施

。

り
実
す

た
を
ま

当
＞
れ

問
問
さ

時
時
給

１

４

支

く
２
が

人
＜
円

５
修
０

員
研
０

業
に
０

従
＞

，

が
間
２

■
時
２

業
８
１

＞
中
間

ヽ

例
巣
時
ｒｉ

用
企
働
合

語
小
労
場

て
中
定
た

とこるあで者郵鮨
な

の難抽
柴

る帥”
と

用球幸
助
事

ロ

数人講受
数

×

人
間
講
時
受
施
×
実
率

×

成
額
助
成
×
助
ｊ
金
み
賃
込
の

税
り
費
た
消
当
＜
岡
費
時
経

１

法方

〓
〓

出算
額
額

の
成
成

額
助
助

成
費
金

助
経
賃

※

００５間年きつにＤ業事力
　
・

額
す
成
ま
助
し

し
度
だ
限
た
を

。＞、絶
峰討

く
の
た
り

1ヨ ース 1人 当た りの経費助成額の限
度は、次のとお りです。

総訓練時間の 8害Ⅲ以上出席 した受講者

総 剤 練 H千間 ,F『 衛
3 0 0時 間 夫 浦 S万 円

3 0 0時 間以 上
^n∩ 蒔 輛茉 滞 1 0万 円
6 0 0時 間 以 L 2 0万 円

常
る
　
　
　
度
　
　
の
　
　
　
　
　
者

通
い
　
　
　
限

。　
問
　
　
　
　
　
講

て
て
　

　

の
す

時
　
　
　
　
受

し

つ
　

　

数
で
　
成
　
　
　
　
た

対ヽ
払
　
　
　
関
数
　
助

ｏ　
　
　
　
し

時
間
　
金
す
　
　
　
席
お

い
業
金
　
　
　
成
働
　
の
間
　
　
　
　
上

お
従
賃
　
　
　
助
労
　
り
時
　
　
　
　
Ｈ

に
る
の

。　
　
金
定
　
た
０
　
　
　
　
割

す
上
す
　
　
賃
所
　
当
０
　
　
　
　
８

講
以
で
　
　
の
の
　
人
２

も
に
支
　
　
　
時
間
　
金
す
　
　
　
　
席

て
員
を
　
　
　
の
時
　
賃
で
　
　
　
　
出

受
額
件
　
　
り
所
　
１

，　
　
　
　
関

を
間
粂
　
　
た
業
　
ス
ー
　
　
　
　
時

訓
等
時
が
　
　
当
事
　
一
は
　
　
　
　
練

金
と
　
　
日

　ヽ
ヨ
度

訓
賃
こ
　
　
１
は
　
１
限



開発推進者選任屈を に提 出 して くだ さい。

してください.
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